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感
染
予
防
研
究
会
で
は
、
各
種

感
染
症
に
対
す
る
調
査
、
研
究
、

教
育
、
方
策
を
検
討
し
感
染
防
止

策
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

感
染
予
防
研
究
会
は
、
毎
月
１

回
開
催
し
、
医
師
、
看
護
師
、
薬

剤
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
栄
養
士

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
内
容
は

①
院
内
感
染
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
・
見
直
し

②
院
内
感
染
対
策
に
関
す
る
資
料

の
収
集
と
職
員
へ
の
周
知

③
院
内
感
染
対
策
防
止
案
の
検
討

及
び
提
言

④
各
部
門
に
お
け
る
感
染
対
策
の

徹
底
状
況
の
点
検

⑤
感
染
症
が
発
生
し
た
場
合
の
速

や
か
な
原
因
究
明
と
感
染
防
止

対
策
の
検
討

⑥
感
染
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
の
作
成
と

集
計

⑦
患
者
及
び
家
族
へ
の
対
応

⑧
感
染
予
防
に
関
す
る
教
育
・
研

修
会
の
開
催
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

感
染
予
防
研
究
会
で
は
各
種

感
染
症
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
も

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

に
加
え
、
今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
予
防
接
種
が
年
間
を
通

し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
日
々
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
や
準
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
に

関
し
て
は
、
南
ア
ル
プ
ス
市
で
実

施
さ
れ
て
い
る
集
団
接
種
に
も
当

院
か
ら
医
師
・
看
護
師
を
派
遣
し

支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
季
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新

型
コ
ロ
ナ
の
同
時
流
行
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
患
者
様
、
職
員
の

皆
様
に
は
引
き
続
き
、
体
調
管
理

に
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
、
手
洗

い
・
う
が
い
・
マ
ス
ク
の
着
用
な

ど
感
染
予
防
の
徹
底
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

法
人
委
員
会
紹
介

感
染
予
防
研
究
会

　
峡
西
病
院
N
S
T
委
員
会
は
、
各
病
棟
・
部

署
合
わ
せ
て
現
在
11
名
の
メ
ン
バ
ー
構
成
と

な
っ
て
お
り
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
内
藤
歯

科
の
協
力
を
得
て
い
ま
す
。

　

N
S
T
と
は
（
N
u
t
o
r
i
t
i
o
n 

S
u
p
p
o
r
t 

T
e
a
m
）
の
略
で
【
栄
養

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
】
の
こ
と
で
す
。（
以
下
：

N
S
T
）　

N
S
T
は
、
1
9
6
8
年
の
中
心

静
脈
栄
養
（
T
P
N
）
の
開
発
、
普
及
と
共
に

誕
生
し
、
欧
米
を
中
心
に
全
世
界
に
広
が
り
ま

し
た
。
日
本
で
は
、
2
0
0
1
年
日
本
静
脈
経

腸
栄
養
学
会
に
よ
る
指
導
で
全
国
に
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
【
当
院
の
発
足
の
経
緯
】

　
当
院
の
N
S
T
委
員
会
は
、
平
成
27
年
に
準

備
委
員
会
と
し
て
立
ち
上
が
り
、
平
成
28
年
度

に
は
委
員
会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
当
時
は
、
褥
瘡
・
事
故
委
員
会
の

嚥
下
対
策
チ
ー
ム
が
別
々
の
委
員
会
で
活
動
し

て
い
ま
し
た
が
、
統
合
的
か
つ
専
門
的
に
多
職

種
で
取
り
組
む
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

県
内
で
は
、
北
杜
市
に
あ
る
甲
陽
病
院
（
総
合

病
院
）
の
N
S
T
委
員
会
の
活
動
が
活
発
に
行

わ
れ
て
い
る
と
聞
き
、
見
学
さ
せ
て
頂
く
事
に

な
り
ま
し
た
。
見
学
当
日
、
ま
ず
驚
い
た
事
、

職
員
が
昼
食
を
と
り
な
が
ら
患
者
様
の
栄
養
に

関
す
る
問
題
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
い
た

こ
と
で
す
。
多
職
種
一
人
一
人
が
対
象
の
患
者

様
の
栄
養
に
関
わ
る
問
題
を
上
げ
あ
ら
ゆ
る
方

向
性
か
ら
議
論
を
交
わ
し
、
検
討
し
て
い
ま
し

た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
終
わ
る
と
N
S
T
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
が
患
者
様
の
病
室
に
出
向
き
回

診
が
始
ま
り
ま
す
。患
者
様
の
状
態
を
確
認
し
、

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
方
向
性
に
沿
っ
て
今
の
患

者
様
の
治
療
方
法
を
選
択
し
て
い
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
多
職
種
が
一
人
の
患
者
様
の
た
め
に

治
療
を
選
択
し
て
い
く
活
動
を
見
て
感
化
さ

れ
、
N
S
T
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
【
活
動
内
容
と
目
的
】

　
当
院
は
、
認
知
症
病
棟
と
老
人
保
健
施
設
を

併
設
し
て
い
ま
す
。長
期
入
院
患
者
の
中
に
は
、

高
齢
化
が
進
み
、
摂
食
嚥
下
・
褥
瘡
・
排
泄
等

の
問
題
が
常
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
タ
ー
ミ
ナ

ル
ケ
ア
と
い
う
観
点
か
ら
も
栄
養
管
理
が
重
要

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
精
神
科
の
患
者
様
に

お
い
て
も
病
状
の
悪
化
に
よ
り
、
栄
養
状
態
が

悪
化
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
向
精
神
薬
の
中

に
は
、
肥
満
や
嚥
下
障
害
を
招
く
薬
剤
も
多
い

で
す
。
そ
の
た
め
N
S
T
委
員
会
の
活
動
は
、

当
院
独
自
の
栄
養
管
理
体
制
を
構
築
し
、
精
神

科
と
し
て
の
治
療
効
果
の
向
上
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
医
師
・
看
護
師
・

作
業
療
法
士
・
理
学
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
・

薬
剤
師
・
栄
養
士
が
患
者
様
・
利
用
者
様
の
笑

顔
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

法
人
委
員
会
紹
介

Ｎ
Ｓ
Ｔ
委
員
会
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【
外
来
看
護
師
全
体
の

　
　
　
　
質
の
向
上
を
目
指
す
】

・
外
来
看
護
師
の
業
務
評
価
と
求
め
ら
れ

る
看
護
師
像
を
外
来
看
護
師
自
身
が
知
る

こ
と

・
外
来
看
護
師
が
日
常
業
務
を
振
り
返
り

『
独
立
し
た
専
門
性
』
を
発
揮
で
き
る
業

務
改
善
に
挑
戦
す
る
こ
と

・
今
後
、
外
来
を
一
つ
の
単
位
と
し
て
位

置
付
け
る
た
め
『
看
護
外
来
』
と
い
う
枠

組
み
を
設
け
た
い

・
外
来
看
護
師
へ
外
来
事
業
計
画
を
周
知

す
る
。

・
医
師
全
員
に
意
識
調
査
を
実
施
す
る
。

・
意
識
調
査
を
集
計
し
、
外
来
看
護
師
へ

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。

　
　
　
　
　
↓

医
師
に
言
え
な
い
本
音
を
外
来
看
護
師
が

キ
ャ
ッ
チ
し
て
く
れ
る
た
め
正
確
な
診
療

が
出
来
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ
３
、
医
療
チ
ー
ム
の
中
で
外
来
看
護
師

は
特
に
ど
の
よ
う
な
面
で
の
活
躍
が
求
め

ら
れ
て
い
る
か

①
診
療
以
外
で
の
患
者
の
情
報
収
集
、
ス

ト
レ
ス
な
く
処
置
を
う
け
ら
れ
る
よ
う

支
援
す
る
役
、
膠
着
状
態
に
な
っ
た
時

の
医
師
と
患
者
の
援
護
役

②
患
者
の
状
態
か
ら
リ
ス
ク
の
あ
る
患
者

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
機
能

③
短
い
診
療
時
間
で
患
者
に
と
っ
て
有
益

な
情
報
を
見
抜
き
、
伝
え
ら
れ
る
役

④
在
宅
医
療
の
中
核
を
担
う
“
暮
ら
し
を

ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
力
”“
患
者
の
強

み
を
引
き
出
す
力
”
を
見
抜
け
る
役
割

　
　
　
　
　
↓

1
、
今
こ
こ
で
看
護
を
必
要
と
し
て
い
る

患
者
を
見
つ
け
出
す
能
力

2
、
関
わ
る
時
間
を
抽
出
す
る
能
力

3
、
外
来
受
診
の
間
に
看
護
を
実
践
す
る

能
力

4
、
関
係
性
を
築
き
継
続
す
る
能
力

5
、
外
来
看
護
と
し
て
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
を
実
践
で
き
る
能
力

６
、
自
身
の
看
護
を
振
り
返
る
能
力

①
外
来
看
護
師
の
３
人
体
制
は
、
診
察
同

席
や
治
療
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
参
加
な

ど
患
者
に
向
き
合
う
時
間
を
設
け
る
こ

と
に
困
難
を
感
じ
た
。

②
患
者
や
家
族
の
気
持
ち
に
ゆ
と
り
あ
る

対
応
が
出
来
ず
、
患
者
家
族
に
不
利
益

が
生
じ
た
。

③
診
察
同
席
や
患
者
に
対
応
し
た
い
気
持

ち
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
た
め
に
看
護
師

が
現
状
の
業
務
か
ら
抜
け
る
こ
と
で
外

来
看
護
師
に
気
を
遣
っ
た
。

・
治
療
の
舵
を
執
る
医
師
が
外
来
看
護
師

の
在
り
方
を
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
。

・
治
療
と
在
宅
の
橋
渡
し
を
担
う
医
療
の

窓
口
で
あ
る
外
来
看
護
師
は
、
多
角
的
に

患
者
や
家
族
を
看
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
の
集
合
体
で
あ
り
た
い
と
強

く
感
じ
た
。

☆
人
員
増

　
患
者
と
向
き
合
え
る
時
間
が
増
え
る

　
疾
患
を
学
ぶ
機
会
が
増
え
る

　
　
　
　
↓
↓

☆
能
力
Ｕ
Ｐ

　
誰
も
が
同
じ
看
護
を
提
供
で
き
る

　
患
者
の
受
け
皿
が
増
え
る

　
　
　
　
↓
↓

☆
選
ば
れ
る
病
院

　
外
来
患
者
が
増
え
る

　
収
益
に
繋
が
る

　
　
　
　
↓
↓

 

外
来
を
一
つ
の
単
位
と
し
た

 

看
護
外
来
と
い
う

 

枠
組
み
を
設
け
た
い

目　
標

課

題

・
診
察
前
後
の
患
者
家
族
と
の
関
わ
り
を

意
識
的
に
行
う
。

Ｑ
１
、
外
来
看
護
師
の
存
在
に
助
け
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
る
内
容

①
事
務
手
続
き

②
患
者
の
電
話
対
応
、
迅
速
な
処
置
、
待

ち
時
間
の
フ
ォ
ロ
ー
、
常
勤
医
と
非
常

勤
医
の
パ
イ
プ
役
や
調
整

③
患
者
や
家
族
の
ケ
ア
や
ア
セ
ス
メ
ン

ト
、
看
護
師
と
し
て
意
見
を
く
れ
る
、

限
ら
れ
た
診
療
時
間
で
見
落
と
し
が
ち

な
情
報
を
的
確
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し

て
く
れ
る
た
め
、
治
療
計
画
を
立
て
や

す
く
、
医
師
の
負
担
が
減
っ
て
い
る

④
院
内
・
地
域
生
活
者
と
の
連
携
を
円
滑

に
行
う
中
心
的
役
割

　
　
　
　
　
↓

１
、
事
務
手
続
き

２
、
診
療
の
補
助　

３
、
療
養
相
談
と
疾
患
教
育　

４
、
地
域
生
活
支
援
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

認
識
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

Ｑ
２
、
診
療
前
後
、
患
者
の
情
報
を
外
来

看
護
師
へ
連
絡
す
る
必
要
が
あ
る
か

・
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
医
師
は
全
員
で

あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
８
割
の
医
師
は
積

極
的
に
情
報
交
換
出
来
て
い
る
と
実
感
し

て
い
る

方　
法

結　
果

目　
的

◇殊勲賞◇
外来Ｇ

石川　純子

ま
と
め

今
後
へ
の
期
待
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峡西病院　リハビリのご案内 検索

　

11
月
22
日
に
リ
ス
タ
ー
ト
病
棟
の
バ
ス
レ
ク
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
は
飯
丘
観
光
さ
ん
よ
り
車
椅
子
６
台
が
乗
れ
る
大

型
バ
ス
を
借
り
て
患
者
様
19
名
、
ス
タ
ッ
フ
6
名
と
ド
ラ
イ

ブ
に
行
き
ま
し
た
。
バ
ス
に
乗
る
と
旅
行
に
行
っ
た
事
な
ど

を
思
い
出
し
、
昔
を
懐
か
し
む
話
が
聞
か
れ
ま
し
た
。「
か
じ

か
の
湯
」
方
面
に
行
き
、
車
内
か
ら
周
り
の
景
色
や
紅
葉
・

滝
を
見
た
り
途
中
車
内
で
お
や
つ
を
食
べ
ま
し
た
。
皆
さ
ん

よ
り
「
き
れ
い
だ
ね
」「
わ
ぁ
す
ご
い
」「
良
か
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
が
落

ち
着
か
ず
、
外
へ
出
る
機
会
は
少
な
い
で
す
が
、
患
者
様
の

参
加
し
て
い
る
表
情
を
見
て
、
外
出
で
き
る
機
会
が
増
え
る

と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

【
活
動
曜
日
】
金
曜
午
前

【
活
動
場
所
】

　
フ
レ
ン
ズ
畑
・
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ

【
活
動
内
容
】

　
季
節
ご
と
に
、
土
を
耕
し
、
種
、
苗
か
ら

野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。
厳
し
い
暑
さ
や
寒
さ
の
中
で
行
う
外
作
業

は
と
て
も
大
変
で
す
が
、
こ
の
苦
労
を
吹
き
飛
ば
す
達
成
感
を
得
ら

れ
る
の
は
、
自
分
達
で
育
て
た
野
菜
を
調
理
し
、
食
す
時
で
す
。
採

れ
た
て
の
野
菜
は
甘
く
、
瑞
々
し
く
格
別
の
味
わ
い
で
す
。

　
園
芸
作
業
は
、
体
力
づ
く
り
や
調
理
の
練
習
に
な
り
ま
す
。
何
と

い
っ
て
も
、
土
の
香
り
と
季
節
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、
丁
寧
に
育
て

た
作
物
と
共
に
過
ご
す
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
は
、
最
高
の
リ
ラ
ッ
ク

ス
に
な
り
ま
す
。
一緒
に
美
味
し
い
野
菜
を
育
て
る
仲
間
を
募
集
中
で

す
。
今
は
、キ
ャ
ベ
ツ
や
大
根
、ほ
う
れ
ん
草
な
ど
を
育
て
て
い
ま
す
。

  

生
活
充
実
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
育
て
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

プログラム紹介

　 峡西病院デイケアの特長は何ですか？

　 ここでは３つ挙げます。まずは「生活のしづ
らさ」に苦労し、悩みながら、地域での暮らしを
続けている仲間に出会うことができます。利用さ
れている方から、自分と同じ悩みを持つ方々との
交流は何よりの支えになっているという言葉をよ
く聞きます。次に、目標や目的に沿ったグループ
活動（プログラム）が用意されています。もちろ
ん活動スケジュールのご相談にも応じます。さら
には、多職種による治療・支援を利用できます。
デイケア専従スタッフである看護師、精神保健
福祉士、作業療法士、公認心理師はもちろんの
こと、地域の方々からのご協力も得て、利用者の
夢や希望の実現に向けた応援を行っております。

12月６日病院クリスマス会が
開催されました。感染対策の
ため、今年もＯＴホールを満
席にして皆で一緒にという形
ではなく、午前・午後の２部
制をとり、各病棟へオンライン中継もしました。
午前は声楽家の根岸さん、徳丸さんとピアニス
トの末石さんのクリスマスコンサート、午後は
早乙女右京さんの大正琴コンサートが行われま
した。歌や演奏に合わせて「手作りの応援メッ
セージを書いたお皿」や「光る棒」「すず」をふっ
て一緒に楽しみました。ブリエ病棟名物看護師

の河野サンタさんとリハセンター
のＯＴ岩田さんが
トナカイとして登
場し会を盛り上げ
てくれました。

病院
クリスマス会
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＊峡西老健のホームページも
　ご覧ください。

峡西老健
の 理 念峡西老健 検索

～あなたに優しく、あなたを想い、あなたと結ぶ～

夏祭りにゲーム大会、
スイカ割を行いました。

各階で春祭りを行いました。

さんまを炭火で
焼いて食べました。

映画鑑賞会や木工活動、
室内での園芸活動を
行いました。
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今回は、Ｃ病棟の高野恵理那さんに
おすすめの本を聞きました！

本の題名：ムゲンのｉ
（作者：知念実希人／出版社：双葉社／出版年月日：2022年２月９日）

●読んだきっかけは？
　約一年前に久しぶりに小説を読みたいなと思った。なんとなくイオンの本屋に行き、おすすめ
のコーナーを見ていた時に表紙がとても綺麗で、かつ医療ミステリーとあったため購入した。

●おすすめのポイントは？
　ある日突然眠りから覚めなくなる難病、特発性嗜眠症候群、通称イレス。世界での発症報告例
は僅か400と少なく、治療法も確立していない謎の多い病気である。主人公、識名愛衣は神経内
科医でありイレスを発症した患者３人を担当していた。識名は日々治療方針に頭を悩ませていた。
ある日、イレスを発症する原因に共通点を見つけた。沖縄でユタをしていた祖母と同じ特殊な
能力を持っていた彼女は、患者の夢幻の世界で「マブイグミ」に挑戦し患者を目覚めさせようと
する。登場人物達の夢が織りなす幻想的な世界での冒険と現実に起こる殺人事件、主人公が遭遇
した23年前の事件に絡むミステリー、そして素敵な家族愛が描かれている作品である。

　特定医療法人南山会は常によりよい医療を行うことによって、地域社会に貢献することを目的として設立され
たものである。職員は常に技術の向上に心掛けるとともに、知性を磨き品性を養い、自己の人間形成に努めるべ
きである。
■　臨床倫理
１．精神障害者を扱う医療機関として、患者様の人格尊重や意思の尊重、自己決定権の尊重を最大限配慮
した医療を展開いたします。

２．患者様の機能的状態や病状に対する説明、診療内容、必要な事項の説明を、わかりやすく丁寧に行い
ます。

３．当院での医療が納得して受けいれられるように、患者様が他医療機関でセカンド・オピニオンを求め
る機会を支援いたします。

４．当院での医療にとどまらず、かかりつけ医療機関・福祉介護施設・障害者社会復帰施設などとの連携
を深めて、患者様の生活の場を重視した医療とケアを目指します。

日常の倫理的問題に適切・迅速に対処するため、職業倫理・臨床倫理に関する検討を定期的に行います。
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私
は
、“
確
か
に
そ
う
だ
”
と
感
じ
さ
せ
る

よ
う
な
、
優
れ
た
言
葉
を
探
す
こ
と
が
好
き

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
名
言
を
探
す
こ
と
で
あ

る
。
悩
み
、
苦
し
い
時
に
助
け
ら
れ
た
言
葉

は
数
多
い
。
お
そ
ら
く
、
人
生
の
羅
針
盤
に

な
る
よ
う
な
言
葉
を
求
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
【
人
生
の
意
義
は
、「
何
を
な
す
か
」
で
は

な
く
、「
何
を
な
そ
う
と
胸
を
焦
が
す
か
」

で
あ
る
】

　

こ
れ
は
、
ハ
リ
ー
ル
・
ジ
ブ
ラ
ー
ン
（
詩

人
）
の
言
葉
で
あ
る
。
私
は
、
こ
の
言
葉
が

大
好
き
だ
。
法
人
の
理
念
に
は
、「
私
ら
し

さ
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
す
る
。「
私
ら
し

さ
」
の
定
義
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
。
私
と

し
て
は
、
人
生
や
生
き
る
と
い
う
こ
と
に
お

い
て
「
何
を
成
し
遂
げ
た
か
」
と
い
う
結
果

だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
以
上
に
、「
何
に
ワ

ク
ワ
ク
す
る
の
か
」「
何
に
胸
が
躍
る
の
か
」

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
が
、
健
康

の
秘
訣
と
も
思
え
た
り
す
る
。

　

利
用
者
さ
ん
と
の
関
わ
り
で
、
心
と
体
の

健
康
を
維
持
し
た
り
、
調
子
を
取
り
戻
す
方

法
の
こ
と
を
「
元
気
に
役
立
つ
道
具
箱
」
と

い
う
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
が
あ
る
。
元
気

に
役
立
つ
道
具
箱
に
は
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ

う
な
、
胸
が
躍
る
よ
う
な
方
法
が
含
ま
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
て
い
る
。
ハ
リ
ー
ル
・
ジ

ブ
ラ
ー
ン
の
言
葉
は
、
私
の
支
援
の
羅
針
盤

と
し
て
今
も
役
立
っ
て
い
る
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ

　
中
村

　

皆
さ
ん
令
和
４
年
は
ど
の
よ
う
な
１

年
で
し
た
か
？ 

早
い
も
の
で
、
今
回
２

回
目
の
万
華
鏡
依
頼
で
す
。
何
を
書
こ

う
か
中
々
考
え
が
浮
か
ば
ず
、
ふ
と
テ

レ
ビ
に
目
を
向
け
る
と
日
本
対
ド
イ
ツ
の

サ
ッ
カ
ー
の
試
合
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
す
。
日
本
の
前
評
判

は
良
く
て
引
き
分
け
の
評
価
で
し
た
が
、

前
半
に
得
点
を
入
れ
ら
れ
、
こ
の
ま
ま
終

わ
っ
て
し
ま
う
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
選
手

交
代
の
の
ち
ゴ
ー
ル
を
決
め
同
点
に
、
さ

ら
に
点
を
入
れ
て
逆
転
し
勝
利
を
あ
げ
ま

し
た
。
さ
ら
に
無
敵
の
ス
ペ
イ
ン
に
も
後

半
に
逆
転
し
、
ド
イ
ツ
戦
と
同
様
に
勝
利

を
得
ま
し
た
。
日
本
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
へ
と
進
み
ま
す
が
世
界
の
強
豪
国
を
相

手
に
勝
利
を
勝
ち
取
っ
て
貰
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
山

梨
県
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
バ
ン
フ
ォ
ー
レ

甲
府
も
天
皇
杯
で
Ｊ
１
チ
ー
ム
を
破
り
、

初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
に

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
も
日
本
が
初
優
勝
を

目
指
し
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
手
元
に
こ
の
お
あ
し
す
が
届
く

頃
に
は
結
果
が
出
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
に
勝
つ
と
い
う
喜
ば

し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
悲
し
い
こ

と
や
嘆
か
わ
し
い
こ
と
が
今
年
も
多
々
あ

り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
思

い
込
み
な
ど
で
事
故
が
起
き
て
し
ま
い
ま

す
。
日
々
の
生
活
の
中
で
も
、
不
注
意
や

気
の
ゆ
る
み
、
ま
た
思
い
込
み
で
取
り
返

し
の
つ
か
な
い
こ
と
が
起
こ
ら
ぬ
よ
う
に

注
意
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
年
末
に
き
て
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に

よ
る
第
８
波
の
感
染
の
兆
し
が
見
ら
れ
ま

す
。
山
梨
県
の
感
染
者
は
ト
ー
タ
ル
で

12
万
人
を
超
え
約
７
人
に
１
人
の
割
合
で

感
染
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
ダ
ブ
ル
で
流
行
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
感
染
者
数
が
増
加
し
、

い
つ
入
院
患
者
が
増
え
続
け
病
床
が
逼
迫

す
る
か
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。
は

や
く
コ
ロ
ナ
が
終
息
す
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
た
な
変
異

株
（
ケ
ル
ベ
ロ
ス
、
グ
リ
フ
ォ
ン
）
の
発

生
が
今
後
ど
う
な
る
事
で
し
ょ
う
か
？ 

コ
ロ
ナ
と
の
共
存
を
如
何
に
し
て
い
く
か

日
々
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ア
ル
プ
ス
訪
問
看
護　
芦
沢

　

子
供
の
頃
名
古
屋
に
す
む
祖
母
の

家
に
遊
び
に
行
く
と
、
毎
回
喫
茶
店

に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
名
古
屋
に

は
喫
茶
店
が
多
く
、
コ
ー
ヒ
ー
の
値
段

で
ト
ー
ス
ト
や
、
サ
ラ
ダ
が
付
く
モ
ー

ニ
ン
グ
は
楽
し
み
の
一
つ
だ
が
、
そ
の

頃
の
楽
し
み
は
メ
ロ
ン
ク
リ
ー
ム
ソ
ー

ダ
と
ナ
ポ
リ
タ
ン
だ
っ
た
。
き
れ
い
な

緑
色
の
メ
ロ
ン
ソ
ー
ダ
に
バ
ニ
ラ
ア
イ

ス
、
そ
の
上
に
缶
詰
の
さ
く
ら
ん
ぼ
。

き
ら
き
ら
し
て
綺
麗
だ
っ
た
。
そ
し
て

鉄
板
の
上
に
乗
っ
た
ナ
ポ
リ
タ
ン
、
周

り
に
あ
る
甘
い
卵
が
ナ
ポ
リ
タ
ン
の
酸

味
と
よ
く
合
っ
て
い
た
。
家
庭
で
は
出

て
こ
な
い
メ
ニ
ュ
ー
で
、
何
よ
り
も
大

好
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
両
親
は
忙
し

く
、
喫
茶
店
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
名
古
屋
に

行
き
た
く
て
、
10
歳
ご
ろ
に
は
一
人
で

電
車
と
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
祖
母
の
家

に
行
け
る
よ
う
な
っ
て
い
た
。
段
々
大

き
く
な
る
と
、
色
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
食

べ
る
よ
う
に
な
り
、
ナ
ポ
リ
タ
ン
に
対

す
る
こ
だ
わ
り
は
無
く
な
っ
た
が
、
ふ

と
懐
か
し
く
食
べ
た
く
な
る
。
自
分

で
作
っ
て
も
あ
の
味
に
は
な
ら
な
い
。

注
文
し
て
み
て
も
鉄
板
で
出
て
く
る
こ

と
も
な
く
、
味
は
も
っ
と
上
品
だ
っ
た

り
、
あ
の
味
で
は
な
い
。
そ
れ
が
最

近
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
さ
し
く
あ

の
味
の
ナ
ポ
リ
タ
ン
だ
。
鉄
板
で
は
な

く
卵
も
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
２
日
後
に

も
食
べ
て
、間
違
い
な
い
と
確
信
し
た
。

急
に
小
さ
い
頃
が
よ
み
が
え
っ
て
き
て

感
動
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
自
分
へ

の
ご
褒
美
の
時
に
食
べ
た
い
と
思
う
。

（
ふ
）
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※敷地内全面禁煙です

今
月
も
お
あ
し
す
に
素
敵
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

旅
に
出
て
小
春
日
和
や
脱
ぐ
上
着	

石
坂
　
克
巳

な
に
ご
と
も
理
性
あ
り
て
や
和
や
か
に

	

今
福
　
和
人

新し
ん
ね
ん年
の
年ね
ん
が
じ
ょ
う

賀
状
見み

て
長
ち
ょ
う
な
ん男
か
ら	

大
森
眞
知
子

小
春
日
や
乗
馬
体
験
飛
行
機
雲	

要
　
　

小
春
日
や
丘
に
登
り
て
深
呼
吸	

塚
原
　
光
明

小
春
日
や
外
に
出
ら
れ
ず
痛
む
膝	

保
坂
五
十
鈴

お
正
月
初
参
り
に
は
神
社
に
て	

渡
辺
　
あ
き

勢
い
で
無
理
な
こ
と
は
し
な
い
よ
う
に
ね

	

渡
辺
奈
美
子

※
11
月
号
に
て
、

「
彼
岸
花
秋
め
い
た
日
の
人
知
れ
ず
紅
葉
と
な
り
又
こ
の
後

は
」
と
い
う
句
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
作
者
に
誤
り
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。
正
し
く
は
、「
詠
み
人
知
ら
ず
」
に
な
り
ま
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

４日
仕事始め

14日
外来ケアプロセス会議

24日
高齢者プロジェクト

1月
キ
ジ
ト
ラ
の
ぺ
ち
ち
ゃ
ん

　
6
歳 

で
す
。

※
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。


